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御

案

内

三

月

二
十

八

日

（
木
）

十

一
時
半

入
館

可
、

講

題

講

師

福

山

隆

先
生

（
戦
略

研
究

家

、

に
対
抗

し

て
、

税

を
高

く

し

、

副
社

長
逮

捕

を
進

め

て
お

り
、

そ
れ

に
対

す

る
分

析

は
、

案

内

時

代

を

昼
食

、

正
午

～
午

後

二
時

半

参
議

院

議

員
会
館

〔
平
成

三
十

一
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通

算
第

三

八

五
回

〕
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新

す
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B
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五
会
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軍
事
的

視

点

で
読

み
解

く
米
中

経
済

戦
争

1

防
衛

大
卒

、
陸

上
自

衛

隊

西
部
方

面

総
監

部
幕

僚

長

．
陸

将
）

◎

急
速

に
経

済

発
展

し
た

習
近

平

の
中
国

は

そ

の
資
金

力

に
ま

か
せ

、

ア
メ

リ
カ

地

球
支

配

へ
挑
戦

し

て
い
る
観

が

あ
り
、

そ

れ
を

認
識

し

た
ト

ラ

ン
プ

大

統
領

は

、
中

国

へ
の
関

ア
メ

リ
カ

の
知
的

所

有
権

を
侵

害

し

て

い
る
と
し

て
、

中

国

の
国
際

企
業

「
フ

ァ
ー
ウ

ェ
イ

」

の

対
す

る
中

国

も
関

税
を
高

め

る
な

ど
、

米

中

の
貿
易

戦
争

は

激
化

し

て

い
ま

す

。

当

団
体

も

す

で

に
進

め

て
き

て
お

り
ま

す
が

、

こ
う

し
た

貿
易

戦

争
激

化

が
、

い

つ

偶

発
的

な
地

域

戦
争

を

引
き

起

こ
す

か
も

し
れ
な

い
こ
と
を

恐

れ

て

い
ま
す

。

そ
う
し

た

こ
と

も
あ

り

、
今

回
は

、

そ

し

て
中

国

側

の
意

図

す

る
も

軍

事
的

視

野

か
ら

、
米

中
激

突

の
底

流

に
あ

る
も

の
を
分

析
し

、

ア
メ
リ

カ
側
、

の
に

つ
い
て
、
西

部
方

面
総

監

部
幕

僚
長

・
陸

将
を

退
官

し

た
あ

と
、

ハ
ー
バ

ー
ド

大
学

ア
ジ

ア

セ

ン
タ

ー

に
て

上
級

客
員

研

究
員

を
勤

め

た
戦

略
研

究
家

・
福
山

隆
先

生

に
御
講

話

い
た
だ

き

ま
す

。

奮

っ
て

の
御

参
加

を

！

（
清

原

記

）
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▽

三

月

二
十

五

日

（
月

）

ま

で

に

、

出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

◎

御

報

告

当

「
時

代
を

刷

新
す

る
会

」

で
は
、

そ

の

「
政
治

経

済
部

会

」

に
お

い

て
昨
年

七

月

よ
り

、
習

近

平

の
中

国
が

、

そ

の
経
済

発

展
と

と

も

に
、
伝

統

の
中
華

思
想

に
基
づ

い
て
、
近

年

で
は

、

二

帯

一
路
政

策

」
と

と

も

に
中

国

主
導

の

「
ア
ジ

ア
イ

ン

フ
ラ
投

資

銀
行

」

（
A

I

I
B
）

お
よ
び

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド

基

金

」
を

設
置

し

て
、

世

界

の
三
十

六

力
国

に
及

ぶ
七

十
六

港

湾
を

運
営

す

る

に
至

っ
て
お

り
、

そ
れ

は
正

に
、

ア
メ

リ

カ
と
地

球

の
覇

権

を

争

う
構

図
を

呈

し

て
お

り
、

そ
れ

を

認
識

し

た
ト

ラ

ン
プ

大
統

領
も

、

こ
れ

に
厳

し
く

対

処
し

て
お
り

ま
す

。

そ
う

し

た
研

究
を

し

て

い
る
際

、

佐

々
木

類

・
産

経
新

聞
論

説
副

委
員

長

が
、

中
国

や
韓

国

が

、

日
本

国
内

に

お

い

て
い
ろ

い
ろ
な

態

様

に

て
、

日
本
国

内

に
勢
力

を
浸

透

さ
せ

て
い
る

こ
と
を

研
究

さ
れ

、
平

成

三
十

年
十

月

に
著

書

『
静

か
な

る

日
本

侵
略

』
を

上
梓

さ

れ

た

こ
と
を

知
り

、

こ
れ

も
重

要

と
御

講
話

を

お
願

い
し
ま

し

た
。

佐

々
木

類

先
生

は
、

二
月

八

日

の
月

例
会

で
、

著
書

と
同

じ
題

名

で
御
講

話

下

さ

い
ま
し

た

が
、

お
話

を

う

か

が

う
中

に
、

必
ず

現

地

に
赴

き
徹
底

し

た
取

材
を

さ

れ

て

の
記
述

と

分
か

り
、

そ

の
記
者

精

神

に
感

銘

し
ま

し

た
。

御

講

話

の
内

容

は
広
範

に
わ

た

る

の
で
、

そ

の

一
部

の
紹
介

と
な

り
ま

す

が
、
先

生

は
ま

ず

、

い
ま

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
や

ア
メ
リ

カ

で
、

各

地

の
大
学

に
対

し

て
、

中
国

が

お
金
を

寄
付

し

て

「
孔
子

学
院

」
な

る
学

校
を

付

属

さ
せ

て
い
る
が

、

こ
れ

は
、

中

国

に
よ

る
文
化

・
思

想
侵

略

で
あ

る

こ
と
が

分

か
り
、

排

除
す

る
動

き

が

あ

る
。

日
本

で
も

大
手

大

学
な

ど

に
設

置

さ
れ

て
お

り
、
す

で

に
そ

の
思

想
侵

略

が
進

ん

で

い
る

こ
と

に
注
意

す

べ
し
。

日
本

は
少

子
高

齢
化

で
地
方

の
過

疎
化

が
進

ん

で
い
る
。

そ

の
た
あ

埼

玉
や
千

葉

の
住

宅

団
地

に
行
く

と

そ

の

住

民

の
半

分

は
中

国

人

で
あ

る
。

し
か

も
保

険
証

偽
造

や
福

祉
詐

欺

が
流
行

し

日
本

は
す

で

に
侵

略

さ

れ

て

い
る
。

日
本

近
海

の
島

々
も
心

配
だ

。

五
島

列
島

の
福

江
島

に
台

風
避

難

と
し

て
中

国
漁

船

が
大

量

に
入

港
す

る
が

、

そ

の
乗

組
員

は

中
国

海
警

支

配
下

の
民

兵

で
あ

る
。
奄

美
大

島

に
中

国
か

ら
六

千
人

乗

り

の
大

型
観

光

船
寄

港

計

画

あ

る
が

こ
れ

も
危

険

で
あ

る
。

対
馬

の
方

は
自
衛

隊
基

地

の
周

辺

に
韓

国

資
本

の
ホ

テ
ル

が
建
ち

並

ん

で
い
る

。

対

馬

は
長

崎
県

に
属

す

る
が

、
規

模

の
大

き

い
福
岡

県

に
編
制

替

え
す

べ
き

だ
。

東
京

都

編
入

で
も

よ

い
。
等

々

（
清

原
記

）

▽

「
時

代

を
刷

新
す

る
会

」
と

は

「
何
事

も

人
類

・
国
民

の
た
め

に
な

る

こ
と
は

、
時

代
を

先
取

り
し

て
、

積

極
的

に
取
り

組
も

う

」

と

の
趣
旨

で
、

昭
和

五

十
六

年
、

岸

信
介

元
総

理

に
よ

っ
て
創
設

さ
れ

た

シ
ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩
年

の
岸
信

介

元
総

理

が

そ
う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、

超

党
派

・
超

派
閥

で
、

真

に
国
を

憂

え

る
有
志

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て

い
ま
す

。

八

つ

の
部
会

と

、
五

～
六

の
委

員
会

が

あ
り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三
十
七

本

の
要

請
書

を

時

の
政
府

に
提
出

し

て

い
ま

す

。

第

二
代

会
長

は

、
木

村
睦

男

元
参

議
院

議
長

、

第

三
代
会

長

は
櫻
内

義
雄

元

衆
議

院

議
長

、
第

四
代
会

長

の
塩

川

正

十
郎

元
財

務

大
臣

は
、
九

十

歳
を

機

に
辞
任

。
第

五
代

会

長
代

行
と

し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議

院
議

員

。

そ

の
後

、
平

成

二
十

七
年

四
月

か
ら
、

第
六

代

会
長
代

行

と
し

て
、

岸
信

夫

衆
議

院
議

員

・
元
外

務
副

大
臣

、

前

議

院

運
営
委

員

会

理
事

、
現

在

は
衆
議

院
安

全

保
障
委

員

長
が

就
任

し

て
お
り
ま

す

。
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